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この白書では、一握りの酪農家たちによって始
められ、急速に国家の支援を獲得したオーガニ
ックのビジョンについて考察します。30年間に
わたって、デンマーク政府は、オーガニックの革
新と成長を促進するための最適な条件を創り
出してきました。現在デンマークでは、オーガニ
ック食品はオンライン・ストアでの売上げを含
め、小売市場の中で世界のどの地域においてよ
りも大きなシェアを占めています。	

公共・民間セクター間の強固で信頼に基づく協
力関係が、オーガニックの成長促進の確かな基
盤となっています。法令、定期的な管理体制お
よびオーガニック・ラベルによって設定される
基準を、食料生産者は誇りをもって達成してい
るのです。	

要約

オーガニックの考え方はデンマークのオーガニ
ック食品に対する消費者の厚い信頼の根幹を
なすもので、ニュー・ノルディック・キュイジーヌ
（新北欧料理）の原理原則のひとつです。全体
として、そのことによって、デンマークは、世界
のオーガニック業界の成長における強固な土台
となっているのです。

オーガニック食品の需要がますます増える中、オーガニック・フードセクターにおける
デンマークの強みが発揮されています。世界中で、デンマークは、オーガニック食品の
生産とノウハウを牽引する国家として、高い評価を得ています。

公共・民間セクター間の強
固で信頼に基づく協力関係
が、オーガニックの成長促進
の確かな基盤となっている
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 SDGsを支える-デンマークはどのように
貢献しているのか?

国連が掲げる17のSDGsは、デンマークのフード・
クラスターに携わる企業、組織そしてステークホ
ルダーにとっての重要な事項となりました。オーガ
ニック農業と生産は、SDGsを支援するひとつの
方法です。

これらの目標に向けていかに積極的に取り組んで
きたかが明白に示されてきました。国家レベルで
は、私たちは、SDGsを、研究や開発の努力を最優
先にし、サステナブルな未来へとつながる革新的
な目標を特定しつつ、最適な食品生産の実施を確
立するためのガイドとなる光と捉えています。



デンマークはオーガニックの生産に関して高い
野心を抱いている国であり、デンマーク政府は
オーガニック生産の拡大に向けてその目標レベ
ルをさらに高めることを目指しています。この
観点から、政府は、2030年には、オーガニック
農地面積、オーガニック農産物の輸出、および
デンマーク国民のオーガニック食品の消費量を
倍増させることに力を入れてきました。オーガ
ニック生産に対する高い目標と長い伝統によっ
て、デンマークは、オーガニック食品の市場シェ
アが世界最大の国となっています。	

デンマークは、独自のオーガニック法を制定し
た世界における最初の国です。それは1987年
のことで、1990年には、デンマークは国家レベ
ルの有機認証ラベル「Ø-ラベル」を制定しまし
た。これにより、デンマークではオーガニックな
考え方がビジネスの繁栄へと繋がり、高水準の
食品安全、トレーサビリティ、品質およびサステ
ナビリティが信頼され、知れ渡るようになりま
した。オーガニック運動が最初に始まってから
30年を経て、デンマークのオーガニック食品と
そのノウハウは今や世界で注目されています。	

年、公共および民間部門における業務用厨房
向けに、オーガニック・ラベル・スキームを導入
し、厨房で使用されるオーガニック製品の割合
を表示するようにしました。このオーガニック・
キュイジーヌ・ラベルには、ゴールド（オーガニ
ック使用率90-100%）、シルバー（同60-90）、
ブロンズ(同30-60%)があります。現在デンマー
クのレストラン、ホテルおよび従業員食堂など
3.000 以上の業務用厨房がデンマーク・オーガ
ニック・キュイジーヌ・ラベルを取得しています	

オーガニック農業と生産の成功により、デンマ
ークはオーガニックのフロントランナーとなり
ましたが、本白書ではその成功裏にある考え方
や、要件およびバリューチェーンについて考察し
ます。	

本書が皆様にとって、有益で、勇気づけるもの
となることを期待します。	

ラスムス・プレーン
デンマーク　食料・農業・水産大臣

序文

デンマークでオーガニックが成功した一因は、
それが常に政策的優先事項として共有されて
きたことにあります。またもう一つの理由とし
て、農業団体、小売業者、食品業界、研究機関
および公共部門間における長きにわたる信頼に
基づいた協力関係があることが挙げられます。
この協力関係は、デンマークのオーガニック・セ
クターに成長をもたらし、それはデンマーク国
内および輸出市場において成長し続けると見込
まれています。2018年にはオーガニックが食品
の小売り販売全体の11％以上を占めました。こ
れは世界中で、もっとも高い小売りシェアであ
り、デンマークの有機認証ラベル「Ø-ラベル」
は、現在、ほとんど全てのデンマークの消費者
に認識されています。

	

デンマーク国民が外食する場合にも、オーガニ
ック食品に対する需要が高まってきています。
これに応えるため、デンマーク政府は2009

デンマークのオーガニック食品とそのノウハウは、今や世界から注目を集めています。
デンマークがオーガニック分野で成長を遂げたことは、協調に根差したビジネス文化
と、主導的な役割を果たしたいという政治的意思を物語るものです。

デンマークのオーガニック食
品とそのノウハウは今や世界
で大人気となっている。

写真 Steen Brogaard



写真 Modpol

第1章

協力関係によって強化される
オーガニック革命
共通の道のりへと向かう、セクターを超えたコミットメント
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デンマークを訪れる人々は、オーガニック農業
者、食品企業、諸団体および政府との間で交わ
される綿密なやりとりに、しばしば驚かされま
す。デンマークのフード・クラスター、とりわけ、
オーガニック・セクターの力強い成長を支える
のは、このような協力関係なのです。	

農業者から消費者まで、バリューチェーンにお
けるステークホルダーはすべて、自然、アニマル
ウェルフェア（動物福祉）およびサステナビリ
ティを最優先に考える市場志向型セクターの発
展を助長してきました。入念なリサーチに重点
を置くことで、この発展が支えられてきました。
協力して心を合わせることにより、大いに相互
関心が生じて、課題が見いだされ、革新が始動
したのです。	

影響力を持つ政府の政策
初期の頃より、デンマーク政府の政策はオ
ーガニック運動に多大な影響を与えてきまし
た。1987年、デンマークはオーガニック生産に
関する規則を導入した世界初の国となりました
が、これは、当時すでに施行されていた農業・
食品法に基いて策定されたものでした。同時に
政府は、デンマークの農業者に対して、オーガ
ニック農業に転じる意欲を掻き立てるようなさ
まざまな助成金制度を導入しました。	

現在、オーガニック生産は、デンマークの食品
業界の一部として確立しており、その高水準の
食品安全性、トレーサビリティ、品質およびサ
ステナビリティは、世界中に知れ渡るところと
なりました。	

生産者から、研究者、諸団体および国の政策立案者に至るまでのセクターを超えた力
強い支援が、当初より、デンマークのオーガニック運動を特徴づけ、成功へと導いてき
ました。

1987年、デンマークはオーガ
ニック生産に関する規則を導
入した世界初の国となった

写真 Det Grønne Museum and Rasmus Christiansen

写真 Modpol

多くの人々による運動
デンマークにおけるオーガニック食品の生産
は、国内はもちろん海外の企業によっても盛ん
に行われています。これらのすべては、確固た
るオーガニックの実績をもち、さらなる革新を
目指しています。1882年以来、農業者による協
同組合運動がデンマーク農業の発展に主要な
役割を果たしてきたのと同じく、このことがオ
ーガニック生産の進展を誘導してきたのです。	

オーガニック革命は酪農組合において始まりま
した。大規模な酪農組合の中には、伝統的な
方法による乳製品生産とオーガニックな生産と
の混在に取り組んだところもありましたが、国
内外の消費者向けに、革新的なオーガニック製
法による乳製品ビジネスに専念したところもあ
ったのです。その結果、デンマークは今や、世界
最大のオーガニック乳製品会社、アーラ社の本
拠地となりました。そして、他のデンマークの乳
製品会社数社も、オーガニックの主要な輸出市
場において、トップレベルの地位を占めている
のです。例えば中国では、デンマーク産の乳製

品は、デンマーク食品に対する高い信頼性によ
り、中国が承認した最初のオーガニック輸入品
のひとつとなっています。	

世界市場におけるオーガニック農産物
デンマークの企業は、世界市場においてオーガ
ニックの精肉、卵、穀物および、ジャガイモや
根菜、レタスなどのような野菜も精力的に出荷
しています。こうして、デンマークの農業者は生
産を拡大させ、現在、ヨーロッパおよびアジア
地域の消費者向けに、オーガニック鶏肉、牛肉
および豚肉を育てています。例えば、フリラン
ド社は、ヨーロッパで最大の有機畜産企業で
あり、輸出の44％はフランス向けとなっていま
す。またデンマーク産の卵は特に中東において
人気があります。

最近では、より数多くの企業がオーガニック食
品・飲料市場に参入してきました。これらの企
業努力が成功したことは、デンマークの食料品
店やスーパーマーケット、さらには輸出市場の至
る所において、その現状を見れば明らかです。
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1988年には、オーガニック牛乳のシェアはデン
マーク市場の1%にも満たなかったのですが、そ
の年、8つの農家が力を合わせてティゼ・デー
リーを創設しました。当時オーガニック食品の
生産は、効率が悪く、コスト高で、かなりニッチ
なものと考えられていました。	

そのため、当初はこの乳製品協同組合のオーガ
ニック産品の販売量が芳しくなかったことは、
特に驚くことではありませんでした。しかし、こ
のデーリーは決して諦めませんでした。	

根気強さは報われました。1993年、デンマーク
共同組合小売りチェーンCOOPがティゼ・デー
リーに大量の発注をしたのです。その結果、ほ
とんど一夜にして、オーガニック牛乳は国中の
消費者に広く届けられることとなりました。	

それ以来、オーガニック市場は飛躍的に成長
し、ティゼのビジネスも同じく発展を遂げまし
た。今日では、このデーリーはデンマークにお
ける大規模なオーガニック企業のひとつとな
り、300以上の製品を扱い、200名以上の従業
員を抱えています。製品の30%以上が輸出され
ています。	

オーガニック牛乳は現在ではデンマーク市場の
主要シェアを占め、オーガニック乳製品メーカ
ー数社により供給されています。	

ティゼの事例

オーガニック・ニッチから
乳製品の主流へ

オーガニック牛乳はデンマー
ク市場の主要シェアを占め、
オーガニック乳製品メーカー
数社により供給されている

写真 Food Nation



デンマークオーガニック食品諮問理事会は、最
善の形でオーガニック・セクターを発展させる
ために、1987年に設立されました。同年、デン
マークは世界で初めて、オーガニック食品生産
に関する規則を導入しました。	

それ以来、オーガニック農業・食品生産者、小
売業界、消費者、研究者、自然保護、管理シス
テムおよびデンマーク政府を代表するステーク
ホルダーたちは手を携えて、サプライチェーンの
あらゆる分野におけるオーガニックのグッド・プ
ラクティス発展のために、協働してきました。

理事会は、1995年、最初の野心的な国家オー
ガニック行動計画（アクション・プラン）を策定
し、続いて数年に及ぶ、新たな精力的な計画が
作成されました。どの政権下においても、これ
らのプランは常に、強い政治的な支持を得てき
ました。	

30年以上も経て、デンマーク方式、すなわち対
話、ボトム・アップ・アプローチと合意に基づく
やり方からどのような結果が得られたかは自明
の理です。2018年、デンマークは、国際連合の
未来政策賞を受賞しましたが、それはその効果
的かつ革新的なオーガニック政策が、サステナ
ブルな食品および農業システムへの移行に寄与
したことによるものです。	

デンマーク獣医食料庁の事例

オーガニック・ラウンドテーブル
-	ベスト・プラクティスが構築さ
れる場

写真 Modpol

2018年デンマークは、効果的
かつ革新的なオーガニック政策
に対して、国際連合の未来政策
賞を受賞



第2章

サステナブルな野心
は農場から始まった
デンマークの農業者は、第一人者である
ことを自負している

写真 Danish Agriculture & Food Council
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現在、デンマーク農業者の10%がオーガニック
生産を行っており、この数字は毎年増加してい
ます。その多くが、野菜、畜牛、豚，家禽などの
専業農家ですが、なかには様々な産品を生産
し、ファームショップや、オンライン・ストアを通
じて、または地方の小売業者と連携して、直接
消費者に販売している農業者もあります。	

さらに、オーガニック農業者はデンマークの農
地の約10%を耕作しています。その規模はさま
ざまですが、各々の農場では、環境、生物多様
性およびアニマルウェルフェアを最大限考慮し
つつ良い食材を生産するためのオーガニック規
則が遵守されています。効率性と持続可能性が
両立しているのです。	

ほとんどのデンマークのオーガニック農業者は
3年から5年の農業専門家訓練を受けます。数
多くのアドバイザーや研究者の支援を受けて、
オーガニック食材の生産における高レベルの専
門性と品質を保証できるようになるのです。	

サステナビリティを優先事項として
オーガニック農業者の優先事項は、国連の持続
可能な開発目標が高らかに掲げている持続可
能な方法によって、産品を開発し、改良し、産
出することです。これらの目標に向かって、オー
ガニック農業者組合が先頭に立ち、オーガニッ
ク生産に関するEU(欧州連合)規則を上回る厳
しい条件を課しています。	

従来型であれ、オーガニックであれ、自身の業
務のサステナビリティを確かなものとするた
め、農業者は、RISE	 (応答誘発型サステナブル
評価)モデルにあてはめて評価してみることが
できます。これにより、農業者は以下10の領域
において、業績をさらに改善することができる
のです：生物多様性、エネルギーと気候、水資
源の活用、栄養フロー、アニマルウェルフェア、
土壌肥沃、経営、経済、生活の質および労働条
件。	

土壌保全、アニマルウェルフェアおよび環境への影響の最小化に率先して取り組むこ
と、これらはオーガニックの第一次生産において根本的に重要な領域です。さらなる
改善を目指して、たゆまぬ努力が続けられています。

オーガニック農業者は、サス
テナブルな方法によって、生
産物を開発し、改良し、産出
することを優先事項として
いる

写真 Danish Agriculture & Food Council

自主的基準による継続的な改善
消費者の需要が高まり、新しい知見と技術が入
手できるようになったため、オーガニック・セク
ターは、絶え間のない、生産技術の最適化に力
を注いでいます。	

オーガニック農業者組合の主導の下、例えば、
畜牛や豚肉製品における自主的基準により、ア
ニマルウェルフェア、倫理および環境・気候保
護の改善が目指されていますが、この基準は
EU規則を超えるものであり、農業者や食品企
業によって支えられているものです。	

目標は高く掲げられています。オーガニック農
業者は生命力のある肥沃な土壌を守り、生産の
気候への影響を抑え、資源効率を増大させ、動
物に最善の福祉を保証することに心を砕いて
います。すべては、より良い未来を確保するため
です。

デンマークにおけるオーガニック農場数 オーガニック農地総面積（ヘクタール）
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176,323

179,808

216,794

279,299

301,481

245,159

2,636

3,173

3,469

3,794
4,016

1,500

1,000

70,000

2014
2014

2015
2015

2016
2016

2017
2017

2019
2018

2019
2018

デンマーク農業局、2019
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写真 Organic Denmark

写真 Organic Denmark

従来型生産からオーガニック生産へ
生産物がオーガニックとして認証され
るには、農業者は、EU（欧州連合）の
要求に従って、植物防疫のための化学
製品および合成肥料が使用されてい
ないことを確証するために、2年間の
転換期間を経なければなりません。輪
作により、肥沃な土地を保持し、雑草
や害虫のサイクルを断ち切る一方、マメ
類、作物の残滓や家畜の排泄物が、追
加の栄養素を与えます。より粗放的な
生産方法をとっているため、オーガニッ
ク生産の収獲量は従来型に比べ10%か
ら30%低い値となります。

オーガニック牛肉と乳牛
オーガニック畜産では、動物が本来
の生態に即した行動をとることができ
るようにしなければなりません。これ
により、4月15日から11月1日までの期
間は、放牧地へのアクセスが可能とな
り、冬季の屋内生活では移動の自由が
保証されます。飼料は100%オーガニッ
クでなければなりません。分娩後は、
少なくとも24時間は仔牛と一緒に過ご
さなければなりません。もしオーガニッ
ク乳牛が病気になって医学的な治療を
受けた場合、牛乳販売の検疫期間は、
従来型生産の2倍の長さとなります。こ
れはEUによって規定された規則です。
さらに、2019年1月1日より、デンマー
ク・フード・クラスターは仔牛の組織的
な屠殺を禁止しています	禁止していま
す。
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写真 Henrik Bjerregrav

写真 Organic Denmark

オーガニック・ポークの生産
EUでは、すべてのオーガニック・ポーク
のための雌豚は屋外の小屋で分娩し、
離乳までの期間仔豚と一緒に過ごさな
ければなりません。雌豚にとって、暑い
時期に泥の中で転げ回ることは本来の
生態に即した行動なので、泥地へ自由
にアクセスできることが重要です。ま
た、飼料は100%オーガニックでなけれ
ばなりません。デンマークでは、消化
を助ける繊維を飼料に加えることを認
めている業界もあります。もし、医薬が
一度ならず投与された場合には、その
豚はもはやオーガニックとして販売す
ることはできず、新たな転換期間を経
なければなりません。組織的な尻尾切
りは、ヨーロッパのすべてのオーガニッ
ク農場での場合と同様、許可されてい
ません。

オーガニック卵と鶏肉
EU域内すべてにおいて、オーガニック
雌鶏とブロイラーには、十分な屋内外
のスペースを与え、砂遊びやスクラッ
チ、オーガニック飼料の場所としての
鶏舎へ自由にアクセスできるようにす
ることが義務付けられています。屋外
の場所は草木や低木に覆われ、排泄
物に含まれる栄養素を吸収できるよう
になっていなければなりません。屠殺
体重に到達するのに、オーガニックで
ないブロイラーの場合は35から38日
であるのに対して、デンマークのオーガ
ニック・ブロイラーでは約57から60日
です。組織的なデビーク・トリミング（
くちばしの切断）は許可されていませ
ん。



農地を日夜、完全除草状態に
保つためのスマート技術

雑草除去のため、オーガニック農地で植物防疫
の化学製品を使用することはご法度です。しか
し、デンマークの技術者のおかげで、オーガニ
ック農家は、肉体労働に頼ることなく、スマー
ト技術を用いることにより効果的に雑草を寄せ
付けないようにすることができるのです。	

そのうちのひとつが、ロボベータ(Robovator)と
呼ばれるもので、これはGPSで管理されたトラ
クターの上に単に取り付けるだけの雑草除去ロ
ボットです。特殊な植物感知カメラを搭載し、
暗闇の中でも、正確に機械および熱による除草
ができるようになっています。	

ロボット技術は、オーガニック認証生産を拡大
させることに役立つ投資の一例と言えるので
す。

F. Poulsen Engineering APSの事例

特殊な植物感知カメラを搭載
し、暗闇中でも、正確に機械お
よび熱による除草ができるよう
な装置

写真 F. Poulsen Engineering APS
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オーガニック農業者は
100%グリーン電力
へと転換

デンマークの農業は、2019年1月1日、よりグリ
ーンな第一次生産に向けてさらなる一歩を踏み
出しました。この時、アーラ酪農組合に所属す
る300ほどのオーガニック農業者が、100%持
続可能な資源からの電力へと変更したのです。
すべての農業者が、率先してカーボンフットプ
リントの削減に努力することに同意したのでし
た。	

この決定に基づき、アーラ社のオーガニック牛
乳は今では、太陽光および風力エネルギーによ
って供給される電力を使用して生産されていま
す。アーラがオーガニック農業者と交わす契約

書にも、農地の年間エネルギー消費を含めて、
グリーン電力証明書を取得していなければなら
ないことが明記されています。	

証明書は、各農場のグリーン電力の年間供給を
保証できるものとして、電力会社から購入する
ことができます。	

このことは、いかにデンマークのフード・クラス
ターが、環境を考慮しつつ、食品を生産する方
法を追求し続けているかを示す一例に過ぎま
せん。

アーラ・フーズの事例

写真 Organic Denmark

アーラ社のオーガニック牛乳
は、太陽光および風力エネルギ
ーによる電力で生産されている



デンマーク式ノウハウが
東アフリカのオーガニック
農場経営を支える

何千もの東アフリカ農業者とその家族たちは、
デンマークのオーガニック普及団体「オーガニ
ック・デンマーク(Organic Denmark)	」の知見
共有イニシアティブのおかげで、デンマークの
オーガニック農場経営に関する専門知識を享受
しています。	

長年にわたって、オーガニック・デンマークは地
元の農業団体とパートナーシップを結び、農業
者家族学習グループ（FFLG）として知られる職
業共同体を設立してきました。	

FFLGは、気候変動、食料不安および失業など
の課題に立ち向かっている農業共同体に対し
て、オーガニック農業を支援し、強化する方法と
して実績を上げてきました。これにより、複数
の国連の「持続可能な開発目標」に貢献してい
るのです。	

農業者との共同事業は、はじめのうちは、特別
な訓練を受けたスタッフによって進められてい
きますが、一旦準備が整うと、農業者とアドバ
イザー間の関係は、長期にわたる、日常的な、
さまざまなステークホルダー間の相互関係へ
と発展していきます。	

オーガニック・デンマークは現在、タンザニ
ア、ウガンダおよびジンバブエにおいて３つの
FFLGプロジェクトを運営しています。

オーガニック・デンマークの事例

FFLGは、気候変動などの課題
に立ち向う農業共同体に対し
て、オーガニック農業を支援し、
強化するための実績のある方法

写真 Organic Denmark

オーガニック・ラウンドテーブル
-	ベスト・プラクティスが構築さ
れる場
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季節に適したオーガニック飼料が
総合的な恩恵をもたらす

夏場は、タンパク質が豊富なクローバーが芽吹
くので、放飼いの雌豚にとっての追加の栄養補
給源となります。このことは、豚にとっては大い
に喜ばしいことなのですが、農業者やまた環境
にとっては、費用のかかる奢侈となってしまっ
ています。

その理由は、一年を通じて与えられる標準的飼
料は雌豚が元気で健康に過ごすために必要な
タンパク質を含んでいるので、夏場にクローバ
ーを食べることによって、雌豚は消費する以上
のタンパク質を摂取することになるからです。
利用されなかったタンパク質は、窒素として排
泄物の中に排出されるのですが、これが環境に
とっては悪影響をもたらすことなのです。	

そこで、デンマークの飼料会社で、ヨーロッパ
最大の農業資材供給会社DLGは、この課題に
取り組み、雌豚がクローバーから過剰なタンパ
ク質を摂取してしまう夏季のために、タンパク
質含有率の低い、季節に適した新しい飼料を開
発しました。	

これにより、雌豚にとっても、また環境や農業
者の家計にとっても、よりよい成果を生み出す
ことができました。	
	 DLG の事例

DLGは、年間を通じての雌豚のタ
ンパク質の必要量を考慮して、季
節に適した飼料を開発した

写真 DLG



第3章

革新的分野におい
て生産力を高める
確かなブランドが、消費者からの厚い
信頼を勝ちとる

写真 Food Nation

出典：デンマーク統計2018
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写真 Food Nation

デンマークの消費者一人当たりのオーガニック
食品の購入量は、世界中のどこよりも多くなっ
ています。オーガニック食品の売り上げも、ホ
テル、レストラン、従業員食堂、施設および病
院などにおいて急速に拡大しています。家庭
でも、職場でも、移動中でも、レストランでも、
デンマーク国民は食事をする時、オーガニック
食品を選ぶことを大切に思うのです。このこと
が、オーガニック食品がデンマークにおいては
他国よりも高いマーケット・シェアを占めてい
ることの理由なのです。	

数多くのデンマークの生産者および小売り業
者が、消費者の信頼を獲得し高い期待に応え
ようと、オーガニック的な考え方をすることに
よって、成果を生んできました。単にオーガニッ
ク製品を届けるだけでなく、新しい、わくわくす
るような革新を生み出そうとしているのです。

添加物を最小限にして、本質を維持する
オーガニック食品の生産では、製造者は、使用
する原材料や製造行程に関する厳格なガイド
ラインに従わなければなりません。オーガニッ
ク素材を使用し、添加物使用を最小限に留め
ることを重視しているのです。オーガニック食
品に使用可能なEU（欧州連合）のポジティブ

リストに掲載されている食品添加物のみが許可
されており、それは、EU全体で承認されている
390余の添加物の約13.5%に過ぎません。　
人工着色料、人工香料および甘味料は、遺伝
子組換えの原材料や放射線を浴びた原材料な
どと同様、許可されていません。さらに亜硝酸
塩をオーガニック製品に使用することを、デン
マーク当局は許可していません。	

刺激の少ない加工方法と慎重な文書作成
食品加工に関しては、オーガニック製品本来の
品質を維持するように、製造者はできるだけ刺
激性の少ない技術を用います。デンマークのほ
とんどの牛乳がホモジナイズ化（脂肪均質化）
されていないのは、このためです。

専らオーガニック生産に従事している企業もあ
る一方、オーガニック製品と従来型の製品の双
方を生産している企業もありますが、これらの
企業は、オーガニック部門の規範を維持するた
めに、厳格な手続きに従わなければなりませ

デンマークは、世界で最も発展したオーガニック市場を擁しています。消費者は、オー
ガニック的な見地に立って、常に革新を追い求めて生産される食品に絶大な信頼を寄
せています。

デンマークのオーガニック食
品業界は、革新こそ重要な価
値の一つとしてきた

小売業におけるデンマークのオーガニック市場シェア
（オンライン販売を含む）

飲食業におけるオーガニック販売シェア

2012

12.0% 10.0%

7.5%9%

5.0%6.0%

3% 2.5%

2013
2013

2014
2014

2015
2015

2016
2016

2019
2018

2017
2019

2018
2017

8.5%

7.5%

6.5%

5.0%

9.3%

10.9%
11.6%

出典：デンマーク統計2018 出典：デンマーク統計2018

6.9% 7.2%
7.6%

8.4%

9.8%
10.2%

10.9%

12.1%

ん。企業側は、自らの行為について、常に政府
に対して文書をもって証明することができるよ
うな体制を整えていなければなりません。	

販売の大半が主流小売店を通じて行われている
現在オーガニック食品はデンマークの小売店や
飲食店において、簡単に手に入ります。卸売業
者は実に様々な種類のオーガニック製品を扱っ
ており、近年では飲食業セクターでのオーガニ
ック販売は、年20％の伸びを示しています。し
かしながら、便利なテイクアウト類が忙しい家
庭にとってますます人気となってきていること
もあり、オーガニック販売の主力は小売店やオ
ンライン販売を通じて行われています。	

オーガニック・セクターは、消費者がより簡便さ
を求めていく時代にあって、さらに人気が高ま
ってきています。その成功は、従来型の食品生
産者との激しい競争に勝ち抜いて、このような
ニーズに応えることのできる、新しいオーガニ
ック製品を開発する高度に磨き上げられた能
力を擁していることによるものです。変化し続
ける消費者からの要望を理解し受け入れること
により、デンマークのオーガニック食品業界に
とっては、革新こそが、重要な価値のひとつとな
っているのです。



アイスクリームを処方して、
患者の快復を助ける

病気によって、あるいは単なる老化によって食
に支障が生じると、食欲減退が快復の障害と
なり得ます。デンマークでは、患者の体力増進
のために、医師が特別な栄養を処方することが
できます。Skee Is社のオーガニック・アイスクリ
ームはそのひとつの選択肢です。	

この小さなアイスクリーム企業は、従業員は3
名だけですが、タンパク質豊富なアイスクリー
ムを生産し、栄養失調のリスクを抱える高齢者
や病人にとって、大きな助けとなっています。

	 デンマーク保健機関は、2014年にこのアイス
クリーム製品を認可しましたが、これは、デンマ
ークにおける食品処方の第一号となりました。

	この企業のアイスクリーム製品のすべてはオー
ガニックで、フェアトレードによって調達された
素材によって製造されており、添加物不使用で
す。Skee Is社はノルウェーとスウェーデンにも
輸出しています。	

Skee Isの事例

医師が患者の体力増進のた
めに、特別な栄養を処方でき
る。Skee Is社のオーガニック・
アイスクリームはそのひとつ写真 Modpol
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フリランド社製オーガニック・
ハムに対するフランス人の愛情

フリランドの歴史は、集約型畜産の代わりに、
オーガニック・ポークの生産を目指す農業者の
グループによって、1992年に始まりました。子
豚は放牧地の小屋で出産され、アニマルウェル
フェアと豚の本来の生態を尊重して、肥育され
ることになりました。	

フリランド社は創業当初から、アニマル・プロテ
クション・デンマーク（デンマーク動物保護協
会）と協力して、オーガニック・ファーミングの
ための最適な枠組み作りを開発し、各農場の年
次監査を実施してきました。	

この20余年の間、すべての製品に「アニマル・
プロテクション・デンマーク推奨」と記載され
ているのは、このためです。	

今や、フリランドはヨーロッパ最大のオーガニッ
ク食肉企業となりましたが、現在でも、製品に
対する責任感、一貫性、安全面を最重視してい
ます。	

フリランドは創業当初から、
アニマル・プロテクション・デ
ンマーク（デンマーク動物保
護協会）と協力して、オーガ
ニック・ファーミングのための
最適な枠組み作りを開発し、
各農場の年次監査を実施し
てきた 写真 Friland

フリランドのオーガニック・ポークは世界中に
輸出されています。なかでも、ヨーロッパの美
食の国フランスの国民は特にこのブランドを好
み、フリランドの輸出の44％はフランス向けと
なっています。	

ハムはフランスの消費者に特に人気が高いの
ですが、その理由は、国家管理による高水準の
オーガニック基準、農業者の専門技術、および
信頼できる、統一された品質の供給体制による
ものです。	

フリランドの事例



オーガニックな考え方を
インスタント市場に
持ち込む

デンマーク政府が、病院、学校やその他の施設
でのオーガニック製品の使用を奨励し始めた時
点では、オーガニック・ラベルの付いたインスタ
ント食品というのは、あまり重視されていませ
んでした。当時は、オーガニックの食材を用い
て、ゼロから食事を作ることに焦点があてられ
ていたからです。	

イージーフード社は、オーガニックのインスタ
ント食品に関して、マーケット・ギャップ（市場
での新規参入の余地）があることに気づきまし
た。現在、このデンマークのパン製造企業は、
台所でより簡便さを求める需要に応えることの
できるオーガニック食品によって、そのギャップ
を埋めることに貢献しています。	

デンマークの食品企業数社はオーガニックのイ
ンスタント食品に重点を置いています。その結
果、国際マーケットにおけるベークオフ製品（
パン生地を店頭で焼き上げる方式）を含め、移
動中の食事としてのオーガニック食品の消費は
伸びています。	

イージーフードの事例

デンマークの食品会社数社
は、オーガニックのインスタ
ント食品に重点を置いている

写真 Easyfood
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小規模ブルワリーでの革新的
な生産

もうひとつデンマークのオーガニック消費の成
長に関して特筆すべきことは、デンマークの農
村において数多くの小規模ブルワリーが果たし
てきた役割です。初期の頃より、これらのブルワ
リーはオーガニック生産を開始し、デンマーク
国民にとっての最初のオーガニック供給者の一
角を成してきたのです。	

そのうちのひとつが北西ユトランドにあるチー
ステッド・ブルッグフース社で、1995年、デンマ
ーク初のオーガニック・ピルスナーを始めまし
た。オーガニック・ビールへの人気が高まるに
つれ、この企業は、特別な地ビールをはじめ、
幅広い種類の醸造に着手しました。	

現在、チーステッド・ブルッグフース社のような
ブルワリーは革新的なオーガニック生産を象
徴する大使としての役割を果たし続けると同時
に、より大規模なブルワリーにも刺激を与えて
います。	

チーステッド・ブルッグフースの事例

写真 Thisted Bryghus

初期の頃より、これらのブルワ
リーはオーガニック生産を開始
し、デンマーク国民にとっての
最初のオーガニック供給者の一
角を成してきた
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第4章

国家による管理体制とラベル
表示が消費者に対しての
保証となる
EU規則を遵守し、さらにその上を目指す

写真 Organic Denmark
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デンマークはオーガニック管理に関する国家主
導のプログラムを導入した世界で初めての国で
す。これは1987年のことですが、現在でも、農
場から食卓まで、あらゆるステークホルダーが
オーガニック規則を遵守していることを消費者
に保証しています。すべてのオーガニック農場、
サプライヤーおよびオーガニック食品企業は、
規定された視察に加え、少なくとも年一回、政
府による査察を受け入れることとなっていま
す。	

このことは、オーガニック食品がEUのオーガニ
ック規則を遵守して生産されることを保証する
ものです。	

オーガニック規則の遵守に加え、オーガニック
農業者および家畜飼料・食品企業は、環境、自
然、アニマルウェルフェア、トレーサビリティ、
衛生および食品安全に関する一般の食品生産
に適用される法令にも従わなければなりませ
ん。	

消費者の信頼を得るには、オーガニック規則の
遵守に重点をおく長期にわたる努力が必要で
す。一例を挙げると、当局によるランダム・クロ
ス・チェックが定期的に実施されます。このこと
により、企業側のオーガニックの原材料購入記
録が、サプライヤー側の販売記録と整合してい
るかどうかを確認できるのです。	

農場から食卓までの検査と査察は、オーガニッ
ク農業者や企業側からも歓迎されるものです、
なぜなら、このことにより、オーガニック生産の
信頼性を維持できるからです。このことが、デ

デンマーク政府は1987年、世界初となるオーガニック法を制定しました。この時に初め
て国家が管理するオーガニック・ラベル「Ø-ラベル」が導入されました。

農場から食卓に至るまでの
検査と視察は、デンマークの
オーガニック製品に対する消
費者の厚い信頼を獲得する
カギとなる

デンマーク人の80%が
オーガニック製品を購入

50%以上が毎週
オーガニック食品を購入

98% がデンマーク・オーガニック・
ロゴ「赤いØ」を認識
出典：オーガニック・デンマーク,	2020

ンマークのオーガニック生産に対する消費者の
厚い信頼を獲得するカギとなるのです。	

オーガニック・ラベルに対する消費者の厚い信
頼	
デンマークで販売されるオーガニック製品に
は、しばしばEUの緑色のユーロリーフのロゴと
デンマークの赤い「Ø」のラベルの両方が貼ら
れています。	 1987年に制定され、国により管
理される「Ø-ラベル」は、デンマーク当局がオ
ーガニック規則との遵守を保証することを証明
するものです。この国家ラベルのこと、そして、
それが国によって管理されていることについて
知らないデンマーク国民は殆どいません。この
ようなラベルはオーガニック食品に対する消費
者の厚い信頼を維持するうえで、重要な役割を
果たしています。	

オーガニック食品に対する需要が伸びるにつ
れ、デンマークの消費者は、それを生産するオ
ーガニック農場にも高い関心を見せるようにな
ってきました。特に一年の中でも際立つのが、
オーガニック・デイと呼ばれる日で、それはオー
ガニック乳牛が冬場を過ごした牛舎を離れて、
牧草地に戻ってくる日なのです。この年次行事
に参加する一般参加者の数は年々増加してい
ます。

80% 50% 98%
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オーガニック・デイは、2005年に初めて開催さ
れましたが、その当時の観客は10,000人でし
た。現在は250,000人もの観客が毎年このイ
ベントにやってきます。	

このイベントはオーガニック農業者組合により
運営され、消費者を巻き込んで、都市と田園地
帯間の橋渡しをする、素晴らしい機会を提供し
ています。	

オーガニック・デンマークの事例

毎年、春先のある特別な日曜日、デンマークの
家族たちは田園地帯に群れをなしてやってきま
す。これがオーガニック・デイで、オーガニック
乳牛が屋内で長い冬を過ごした後、牛舎から出
てきて、新鮮な春草の上でダンスをする日なの
です。	

デンマーク人たちが見に来るのは、乳牛だけで
はありません。多くの人々にとって、この国家の
大オーガニック・イベントは春の訪れのお祝い
でもあるのです。また、動物や環境にとっての
オーガニック農産の価値を身近に体験する機
会でもあるのです。	

春がくると、乳牛が出てきて、
ダンスをする

写真 Organic Denmark

オーガニック・デイは2005年
に初めて開催されたが、その当
時の観客は10,000人。現在は
250,000人もの観客が毎年この
イベントにやってくる
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厳格なオーガニック管理によって
完璧な法令順守を保証する

国家公務員である査察官が
オーガニック管理を実施

厳格なオーガニック管理によって、完璧な法令
順守を保証するデンマークの第一次生産者は、
国内かつ国際的な基準を遵守してオーガニック
製品を生産する能力を備えていることで知られ
ています。このことは、農産物が基準を満たし
ていることを保証するデンマーク当局による高
いレベルの管理体制によっても証明されるもの
です。	

EU法に従い、各国の管理当局は、少なくとも年
一回、規則の完全順守を確認するために、訪問
査察を実施しなければなりません。	

国家公務員である査察官はオーガニック管理を
実施しますが、それは、中央政府と連携して、国
内統一基準によって行われます。もし当局が、
オーガニック規則の不履行を発見した場合は、
その違反の度合いに応じて、数々の措置が取ら
れることとなります。	

1987年に遡ってデンマークで最初のオーガニッ
ク法が採択された時から、オーガニック管理体
制が敷かれてきました。それ以来、デンマーク
食糧農業省の下で関係当局により実施されて
います。	

デンマーク農業局の事例

写真 The Danish Agricultural Agency



第5章

オーガニックのルーツを
もつ料理の進化の旅へ
ニュー・ノルディック・キュイジーヌにみられる
サステナブルな考え方

写真 Luckyday - Nordic Cookery
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ニュー・ノルディック・キュイジーヌ（新北欧料
理）によって、近年、デンマークは世界のガスト
ロノミー地図に掲載されるようになりました。
オーガニック食品は、国際的評価に向けての料
理の進化の過程で、重要な役割を果たしてきま
した。	

そもそも2004年に新進気鋭のシェフたちのグ
ループが協力して、新しい北欧の食品文化を創
造したことから始まりました。その考えは、自然
の、地元で調達された季節の旬の素材を、革新
的かつ創造的な方法で使用する、というもので
す。それ以来、そのマニフェストは、デンマーク
の料理界に広く伝搬し、今やニュー・ノルディッ
ク・キュイジーヌの原理に基づいて、多くの才能
あるシェフが、新しく、驚きのある料理を開発
するようになりました。	

ミシュランの星で報われる
これらの料理における高い野心は報われ、国際
的にも評価されるようになりました。獲得困難
と言われているミシュランの星付きレストラン
に選ばれたデンマークのレストランの数は、飛
躍的に増加しました。デンマークで生産された
オーガニックの食材を用いることに加え、シン
プルさ、サステナビリティおよび革新性の融合
が成功の要因です。	

ミシュラン星を獲得したレストランに食材を供
給している多くの農業者はオーガニック生産者
です。アニマルウェルフェアと環境に特別な重
点を置いていることが、ニュー・ノルディック・
キュイジーヌの精神を物語ります。その結果、デ
ンマークの権威あるレストランで創作される素
晴らしい料理の多くに、オーガニック由来の材
料が使用されているのです。	

飲食業におけるオーガニックの成長
デンマークの飲食業セクター全体を通じて、今
や、原材料購入量の約10%がオーガニックであ
り、将来、さらに伸びるものと期待されていま
す。公共施設における厨房や従業員食堂が、オ
ーガニック運動の最初の推進者でしたが、それ
は後に、ホテルやレストランへと波及しました。
しかしながら、現在では、ホテルおよびケータ
リング業者が、飲食業セクターにおけるオーガ
ニック食品の消費の半分を占めるようになりま
した。

デンマークは、その高いガストロノミー水準において、国際的に評価されています。
オーガニック食品・飲料がその中で重要な役割を果たしています。

写真 Luckyday - Nordic Cookery

公共施設における厨房や従
業員食堂が、オーガニック運
動の最初の推進者であった

写真 Per-Anders Jörgensen



スパークリング・オーガニック・
ティーが、たちまちミシュランの
ヒット商品に

2人のデンマーク人が起業家した企業が、レスト
ランのデザートにマッチする全く新しいタイプ
の飲料カテゴリーを開発することによって、オー
ガニックでしかも低アルコールというトレンドを
掴み、成功を収めました。その企業、コペンハ
ーゲン・スパークリング・ティー社は、市場に参
入してからわずか2年足らずで、15か国以上に
輸出するようになったのです.	

ある時、入賞経験のある一人のデンマーク人ソ
ムリエが、自分が働いていたレストランのデザ
ートにマッチするワインが全くないことに気づ
いたことから、ひとつのアイディアが浮かびまし
た。色 と々試した結果、彼は、種々の紅茶をブレ
ンドすることによってこれまで誰も発見しなか
った可能性を見出したのでした。	

13種もの紅茶がスパークリング・ティー社で一
本一本のボトルに詰められ、たちまち、いくつか
の国際的なミシュラン・レストランのメニューに
活用されるようになりました。	

その飲み物は、2018年には世界最大のオーガ
ニック展示会であるオーガニック食品見本市
（BIOFACH）、そして2019年には香港で開催
されたLOHAS国際オーガニックフェアにて、ベ
スト・オーガニック・プロダクト賞を受賞するな
ど、いくつかの賞を受賞し、国際的な賞賛を得
ることとなりました。	

コペンハーゲン・スパークリング・ティーの
事例

 13種もの紅茶がスパークリ
ング・ティー社で一本一本
のボトルに詰められ、たちま
ち、いくつかの国際的なミシ
ュラン・レストランのメニュー
に活用されるようになった

写真: Copenhagen Sparkling Tea
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農場から食卓までの距離が短
いほど、高品質が保証される

そのレストランは、「アイデ
ィアの農場（Farm of Ideas）」
プロジェクトに参画している
が、それはイノベーション、ガ
ストロノミー、コミュニティー
およびオーガニック農業が融
合されたるつぼとなる、30ヘ
クタールの農場

コペンハーゲンでは、オーガニック料理のメニ
ューしか扱っていないレストランの数が増えて
います。レストラン、ベースト（BÆST）は、さら
なる一歩を踏み出しました。コペンハーゲンに
あるこのレストランを訪れると、第一次生産か
ら皿の上の料理までの距離が極めて短いこと
がわかります。	

このレストランは、「アイディアの農場（Farm 

of Ideas）」プロジェクトに参画していますが、
それはイノベーション、ガストロノミー、コミュ
ニティーおよびオーガニック農業が融合された
るつぼとなる、30ヘクタールの農場なのです。

鋤で耕す伝統的なオーガニック農業とは異な
り、「アイディアの農場」では土壌への負荷をで
きるだけ抑えるために、永年苗床で野菜を育て
ています。これは、都会の市場向け野菜栽培運
動に着想を得たものです。	

それにより、そのレストランが低価格で、高品質
のオーガニックの体験を提供できるようになり
ました。これにより、ベーストは、いかにデンマ
ークのレストランがオーガニック運動を支援し
ているかの素晴らしい一例と言えます。

ベーストの事例

写真 BÆST
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業務用厨房は、
オーガニック・ラベルを
誇りとしている

考え方はいたってシンプルです。厨房は、オー
ガニック食材の使用率が、30-60%、60-90%、
あるいは90-100%かによって、それぞれブロン
ズ、シルバー、ゴールド・ラベルを獲得する資格
を得ることができます。	

オーガニック・キュイジーヌ・ラベルは、導入さ
れるとたちまち急速に受け入れられました。こ
の制度は現在、3,300以上のレストラン、カフェ
テリア、ケータリング業者、従業員食堂、介護
施設、学校、幼稚園、刑務所および病院などで
採用されており、それにより、オーガニック食品
市場はさらにより大きく成長しています。	

言い換えれば、オーガニック食品はデンマー
クのどこでも、そして生活のあらゆる局面で手
に入りやすくなりました。大きな公営病院で
も、厨房でのオーガニック製品の使用率が90-

100%のゴールド・ラベルを獲得しているところ
があります。	

何よりも重要なことは、消費者は、外食する場
合でも、自宅で食事をするのと同様に、オーガ
ニック食品を楽しむことができることです。そ
して、どこに行けばよいかよく分からないとき
には、スマートフォンにアプリをダウンロードし
て、オーガニック食品をメニューに取り入れてい
るデンマーク中のレストランを探すことができ
るのです。

デンマーク獣医食料庁の事例

デンマーク政府は、オーガニック食品に対する
消費者からの需要が増していることにきめ細
かく対応しています。2009年、レストランであ
れ、従業員食堂であれ、消費者が外食する場
合、オーガニックを選択する機会を与えるべき
時が到来したと判断しました。	

その解決策が、オーガニック・キュイジーヌ・ラ
ベルです。国が管理するこのラベル制度はデ
ンマーク獣医・食品管理局が定めたもので、公
営・市営の業務用厨房が、オーガニック製品を
どれほど使用しているかにより、自らをブラン
ド化することを認めるものです。	

厨房は、オーガニック食材の
使用率が、30-60%、60-90%、
あるいは90100% かによって、
それぞれブロンズ、シルバ
ー、ゴールド・ラベルを獲得
する資格を得ることができる

写真 Robin Skjoldborg

出典：デンマーク統計,2018
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業務用厨房は、
オーガニック・ラベルを
誇りとしている

デンマークのオーガニック・
キュイジーヌ・ラベル

公共施設の厨房

79%
民間の厨房

21%
HORECA 厨房

9%

1,215 7281,413 オーガニック・キュイジー
ヌ・ラベル、2021年4月

3,356

飲食業におけるオーガニック販売（単位：
100万ユーロ）

オーガニック・キュイジーヌ・ラベル　2011-2020
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デンマーク環境食料省は36
都市で、厨房をオーガニック
に転換することを支援して
いる

出典： www.oekologisk-spisemaerke.dk/horeca-en 

ホテル、レストランおよびケータリング業者

出典：デンマーク統計,2018



第6章

革新を促す国策
知識を行動に移す、協働プロジェクト

写真 Aarhus University, Department of Agroecology
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及ぼさない生産を奨励し、生産性をより高め、
健全で、市場志向型ビジネスを生産者に対して
提案できるよう導いていくことです。研究課題
には、以下の項目が含まれています：
•	 オーガニック作物の収獲の拡大方法。動物	
	 飼料としてのクローバー草からプロテインを	
	 抽出方法。そして、残留物からバイオガスの
	 生産方法。
•	 土壌にさらに多くの炭素を結合させる方法
•	 オーガニック生産においてのアニマルウェル
	 フェアを充実方法	

研究から応用までの短い道のり
すべての研究活動は、ステークホルダー主導型
です。科学者、技術者、アドバイザーそしてその
他の専門家が協働し、オーガニック生産を高め
るような新たな機会を開発します。こうして、知
見開発から実際の実施に至る道のりは短縮さ
れます。	

業界団体は、ICROFSとの協働により、オーガニ
ック研究・開発が確実に政策に反映され、特有
な課題解決のための資金を続けて獲得できる
ようにします。	

会議やセミナーが、国際的なオーガニック・セ
クターの代表者たちに最新の知見を発表する
場となります。またICROFSは、国際的な文献
データベースであるオーガニック・イープリンツ
(Organic Eprints)	 -22,000以上のオーガニッ
ク農業・食品研究の出版物を扱う世界最大の
公開資料庫-	を支援しています。

政府の支援による研究と革新は、デンマークに
おける市場志向型のオーガニック・セクターを
20年以上にわたって支えてきました。1995年
に策定された最初のオーガニック行動計画に
続いて、デンマーク環境食料省は、その翌年、
デンマークの11の研究機関と連携して、オーガ
ニック農業と食品生産に関する最初の国家研
究計画として、新規4年計画を導入しました。

これらのプログラムは成果をもたらし、現在も
継続していますが、このことは、デンマークが
オーガニック・ファーミングのリーダーとして国
際的評価を獲得する基盤ともなりました。オー
ガニック農業・食料システム国際研究センター
（ICROFS）は、農業者、企業、大学、研究施設
と協力しながら、調整の役割をもつ研究センタ
ーです。	

グローバルな規範となる
ICROFSのビジョンは、オーガニックの原理が
農業と食品生産のサステナビリティにとっての
グローバルな規範となることです。過去15年
にわたり、ICROFSは、欧州研究ネットワーク－
COREオーガニック（オーガニック食品・農業シ
ステムに関する汎ヨーロッパ研究調整局）とも
調整を図っています。	

オーガニック研究によって、サプライチェーン全
般にわたっての新たなソリューションの開発が
容易になります。その目標として掲げているこ
とは、デンマークのオーガニック・セクターをさ
らにサステナブルなものとし、気候に悪影響を

オーガニックに関する研究と革新は国家の最優先事項。このためデンマークの農業者
と食品生産者は、共にこのような長い道のりを歩み、さらに向上し続けていきます。

写真：コペンハーゲン大学、植物・環境科学学部

オーガニック研究は、サプライ
チェーン全般にわたっての新た
なソリューションの開発をサポ
ートする
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タンパク質を緑の牧草から抽出する新しいバイ
オ精錬技術は、適切なアミノ酸の配合不足に悩
むオーガニック・ポークと鶏肉の生産者が抱え
る課題に対する解決策をもたらすことを約束し
ます。	

その技術はデンマークの民間および公共セクタ
ーの研究パートナーにより共同開発されたもの
です。肥料試験の結果、クローバー草およびア
ルファルファに含まれるタンパク質には、滋養
豊かな価値があることが明らかになりました。	

タンパク質を抽出する際には、大量の新鮮で細
かく裁断された緑の牧草が、スクリュー圧搾機
で圧搾されます。その後、そのジュースを酸タン
クに移し替え、熱し、乳酸菌培養を利用して、
発酵させます。	

遠心分離によって、ジュースから濃縮タンパク
質が分離されます。40%のタンパク質と適切な
アミノ酸含有率により、容易に、豚や家禽飼料
用の大豆ケーキ（soy cakes）の代替物になり
得るのです。	

商業的に流通するようになれば、緑の葉のタン
パク質によって、オーガニック農家は、家畜の栄
養源を効率よく、地元で調達することができま
す。生産物の残滓は乳牛およびバイオガス燃料
植物を育てるために利用することもできます。

	セゲス農業研究機関（SEGES Landbrug 

& Fødevarer F.m.b.A.r）の事例

新鮮なクローバー・ジュース
から得られる滋養豊かな
タンパク質

写真 SEGES Danish Agriculture + Food Council

40%のタンパク質と適切なアミ
ノ酸含有率により、容易に、豚
や家禽飼料用の大豆ケーキの
代替物になり得る



バイオガスがオーガニック
農業における肥料不足問題
を解決する

これまで、オーガニック野菜農家は、肥料不足
によって、増大する国際的な需要に応えること
が難しかったのですが、ネイチャー・エネルギ
ー社は、その必要性を認識し、新しいバイオガ
ス　プラントを建設しました。	

再生エネルギーは、デンマークのオーガニック
農業者と食品生産者が排出する生物分解性の
残留物を利用して生産されます。そして、農業
においては、分解されたバイオマスは、効果的
でグリーンな肥料として知られています。	

バイオガスプラントのおかげで、今や、オーガニ
ック野菜農家は、畑を肥やすために、バイオマ
スの確かな供給源を得ましたが、これは、まさ
に好循環の成功事例と言えます。

	ネイチャー・エネルギーの事例

写真 Nature Energy

農業においては、分解された
バイオマスは、効果的でグリ
ーンな肥料として知られてい
る。
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第7章

ビジョンに基づいた
オーガニックの
フロントランナー
フード・ネーションからデンマークの
フードクラスターとその強みについて知る

写真 Food Nation



1988年には、デンマークのオーガニック食品生
産者のマーケットシェアは、1％にも満たなかっ
たのですが、30年が経過し、シェアは13%以上
となり、この数字は年々増大し続けています。	

そもそもオーガニックへの取り組みは、食品生
産の新たな方法を創造したいとのビジョンから
始まりました。それ以来、このような革新的で
協働的な考え方により、デンマークは地図の上
で、オーガニックのフロントランナーとして知ら
れるようになり、小売販売では、他のどの国よ
りもオーガニック食品を売上げているのです。

Food Nation Denmark

Food Nationはデンマーク政府と主要民間団
体および企業により設立された、非営利のパー
トナーシップです。デンマークのフードクラスタ
ーについての情報を提供し、より優れたソリュ
ーション、革新的な製品および信頼のおける協
力関係を通じ、国際ビジネスの成長を加速する
ためのノウハウを得ることのできる皆さまの窓
口です。	

デンマークのフードクラスターは農業や漁業の
第一次生産から、消費者が小売店で購入する
食品まで、全てを網羅しています。企業、大学、
研究機関、地方自治体および国の行政機関、そ
の他の官民の組織が広範囲にわたる協業ネッ
トワークでつながっています。バリューチェーン
に沿って、食品の品質と安全性を維持、改善す
るために、国際パートナーと密接に協業してい
ます。	

インタラクティブ・	ツアーの体験
コペンハーゲンの中心地に位置するFood Na-

tionのビジターセンターでは、海外からの訪問
団を歓迎しており、食に関するデンマークの技
量について紹介いたします。センターに設置さ
れている双方向型の設備を用いて、訪問者はそ
れぞれの関心事項に基づいて、食品バリュー
チェーンの最新の概要を知ることができます。
デンマークの食品生産者や生産施設を見学す
る前の理想的なスタート地点となることでしょ
う。	

Food Nation	 は、皆さまがデンマークのフー
ドクラスターからどのように便益を得ること
ができるかを学び始めるのに最適な場所で
す。私たちのサービスについてさらに知って
いただきたいと思います。Food Nationのビ
ジターセンターへの訪問手配についての詳細
は、foodnationdenmark.comにアクセスしてく
ださい

30 年にわたってデンマークはオーガニックの原動力へと成長しました。現在、業界が
一丸となって、自国のマーケットおよび海外のビジネス・パートナーの便益のために革
新的機会を創出し続けています。

30年が経過し、マーケットシェ
アは13%以上となり、この数字は
年々増大し続けている

写真 Food Nation



FooDNATIoNDENmArk.Com

ガストロノミーと消費者
小売業界、消費者、レストラン、公
共機関、観光事業およびその他

の関連業界

デンマーク・フード・クラスター
デンマークの企業、研究機関、
組織からなる、食品、サービス、
技術の欧州の中核的集団

詳細情報は

第一次産業
農業、漁業、園芸

研究開発とイノベーション
研究機関、教育機関およびコンサ

ルティング

食品製造技術
食品製造機械、テクノロジー、設

備の生産者

加工産業
食品、飲料、家畜飼料の生産者

機能性素材産業
酵素、カルチャー（乳酸菌）およ
びその他の素材の生産者


